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令和７年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会

第２回幹事会 

開催日時 令和７年１２月２４日（水）１４：００～１６：００ 

開催場所 四日市商工会議所 ３階大会議室（オンライン併用） 

１ 議事次第 

・議題

・議題

・議題

第１号 今年度のスケジュールについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料１ 

第２号 令和７年度スマートシティ実装化支援事業の進捗報告・・・・・・・・・・・・・資料２ 

第３号 ワーキンググループ（WG）の実施報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料３、４ 

２ 各議題の説明 

議題 第１号 今年度のスケジュールについて 

今年度のスケジュール案を状況に合わせて更新しております。詳細は資料１をご参照ください。 

議題 第２号 令和７年度スマートシティ実装化支援事業の進捗報告 

前回幹事会以降、スマートシティ実装化支援事業の進捗について説明します。詳細は資料２をご参

照ください。 

議題 第３号 ワーキンググループ（WG）の実施報告 

前回幹事会以降、データプラットフォームWG及びモビリティWGを各々１回開催いたしました。WGの

実施状況についてご説明します。詳細は資料３、資料４をご参照ください。 

 ３ 資料 

資料０：令和７年度第２回幹事会次第（本紙） 

資料１：今年度のスケジュールについて 

資料２：スマートシティ実装化支援事業の進捗状況について 

資料３：データプラットフォームWGの実施状況について 

資料４：モビリティWGの実施状況について 

別添１：出席者名簿

別添２：席次表 

以上 

資料⓪



令和7（2025）年度
6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

０．定例会議（市＋NS＋各事業者） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
１．四日市SRC推進協議会

幹事会

データプラットフォームWG

モビリティWG

２．SC実装化支援事業に係る報告（国交省）

３．SC実装化支援事業

①利活用空
間活性化
ツールの構
築

R7 データ可視化サービ
スの効果検証

②四日市版
MaaSの構
築

R7 四日市版MaaS上で
のまち歩き促進サー
ビスの効果検証

③バーチャ
ル空間にお
けるコミュ
ニケーショ
ン・ツール
の構築

R6
補正

沿道空間利用マネジ
メントシステムの実
装化に向けた課題の
明確化

④３D都市
モデルを活
用したプラ
ンニング／
マネジメン
ト・ツール
の構築

R7 デジタルインフラ台
帳の仕様および実装
メリットの明確化

■R7年度のスケジュールについて
現時点

第１回幹事会
8/7

●
第１回 7/31

第２回幹事会
12/24

●
第２回 12/16

●
第２回 12/18

●
第３回（予定）

●
第３回（予定）

中間報告
（１月末予定）

最終報告
（3月半ば予定）

●
第１回 7/29

資料①

（適宜実施）

第３回幹事会

実験計画書提出
（６月末）

サウンディング実施、ヒアリング内容精査 ヒアリング サービス内容とりまとめ

自動連係開発・コンテンツ制作とヒアリング先の決定と依頼 報告書作成

防災訓練と連動した周知・ヒアリング等

四日市版MaaSの情報拡大構築

事前検証 効果検証のためのワークショップ実施四日市版MaaSデータダッシュボードの構築作業

報告書作成

正式版システム（ドラフト）構築
社会実験
(１回目)

社会実験
(２回目)

報告書作成

正式版システムの構築調査項目
検討

実証実験、アンケート実施デジタルインフラ台帳データの構築

マニュアル、ガイドラインの作成
報告書作成



令和７年度

スマートシティ実装化支援事業の進捗について

令和７年12月

四日市スマートリージョン・コア推進協議会

資料➁
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スマートシティ実装化支援事業 取組概要
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中央通り再編事業の波及効果を促進し、
持続的・自律的なまちづくりを推進するスマートシティサービスの実装

四日市市では、中央通り再編事業等により中心市街地の活性化を進めている。その波及効果を促進しつつ、持続的・自律的な
まちづくりを推進するスマートシティサービスの実装を目指し下記①～④の取り組みを進めている。

今年度は３か年の実証の最終年度にあたる。

①利活用空間活性化ツール
の構築

②四日市版MaaSの構築 ③沿道空間利用マネジメン
トシステムの構築

④デジタルインフラ台帳の
構築

←近鉄四日市駅西側先行
整備区間においては、
既にAIカメラ等を含む
スマートインフラ及び
利活用空間が整備済み

中央通り沿いの混雑状況
や環境データを可視化
するダッシュボード→

スマートシティポータルサイトをオープンし、デジタルマップ
上でスマートインフラ等にて取得した各種データを可視化

徒歩と公共交通機関での移動に付
加価値を付け、まちなかの回遊性
を促すサービスの構築

誰もがチャレンジできる場を提供する
ため、気軽に利用できる広場や歩道、
空き店舗を可視化し、貸し借りができ
るサービスを構築

沿道の土地利用を促進するため、
開発にかかる関係者間の調整を支
援するサービスを構築

中央通り（人通り・気候・道路の
情報等）の状況がリアルタイムで
分かり、イベントの促進に寄与す
る必要なデータが得られるサービ
スを構築



①

利活用空間活性化ツールの構築

（R7年度）

スマートシティ実装化支援事業
各取組の概要



データ可視化サービスの効果検証（R7年度）

仮説
・運用体制を明確化し、データ販売を見据えたデータ提供についてのサービスのマネタイズにより、持続的な運営に繋がる。

・災害時情報伝達機能の充実により、防災力向上に加え、サービスの認知度向上につながる。

実証

の

概要

持続的な運営のためのデータ提供方法について実証

データ収益化を見据え、下図に記載している有料サービスの実証を行う。有料サービスとしての付加価値として、AIを用いた過去のデータ分析
ツールを導入し、ユーザーのニーズに応えたデータを提供する。

※AIによる過去のデータ分析ツール（人流予想）は開発元の事情により、来年度（R8年度）以降の実施を予定。

データ可視化サービスに災害時情報伝達機能を追加し、災害時情報のオープン化および適切な災害情報伝達方法を実証

公式災害情報等とのデータ連携を行い、データプラットフォームを介してデータをオープン化し、民間所有のデジタルサイネージでの災害情報発
信を実証する。

実証

方法

１）利活用空間利用者等に対するデータ提供実証実験を実施

 蓄積された人流および混雑度のデータについて、不動産開発事業者、広告代理店事業者、都市関連研究所を活用ニーズの高い
 ターゲットとして仮定し、どのようにサービス提供するのかを検討した上で、データ可視化サービスのパッケージ（案）を作成。
 ターゲット及びデータプラットフォームワーキング参加団体等に対し、パッケージ案を提示しながら、データの有用性やデータ可視化
 サービスの価格設定についてアンケートを実施する。

２）災害情報コンテンツ効果検証を実施

 直ちに避難を要する災害情報を自動で提供し、事業者へオープンデータ化された災害情報の活用方法を周知する。

 また民間事業者に対し、保有のサイネージとの連携方法（APIなど）や費用を提示し、アンケートを実施。事業者保有サイネージとの親和性や

 連携手順についての課題を抽出する。

道路空間でのセンサリングに
より取得したデータ

（人流・交通・環境情報）

四日市市災害情報

Lアラート

気象情報

デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

一部のデータ
（無料サービス）

全データ＋分析ツール
（有料サービス）

デジタルサイネージによる
災害情報発信

（市整備＋民間所有）

データ
連携

データ
連携

オープンデータ化

データ
可視化

データ
蓄積

今年度実施内容事業① 利活用空間活性化ツールの構築

■実験で検証したい仮説及び実証実験内容と実証方法
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KPI、スケジュール事業① 利活用空間活性化ツールの構築

検証項目 検証方法 目標(KPI) 概要

データ可視化サービスの効果
検証

データ検証実証実験
（アンケート調査）

・５段階評価でデータの市場価値があるとの
回答が５割以上

・価格設定が適切との回答が６割以上

ターゲットととする不動産開発事業者、
広告代理店事業者、都市関連研究所及
び民間事業者20以上にアンケート調査を
実施※

災害情報連携の水平展開
の可能性調査（アンケート調
査）

・公共・民間が管理するデジタルサイネージ
を対象として、導入コスト（超概算）及び技
術面の課題等を提示したうえで、災害情
報連携の可能性があるとの回答を被験者
の５割以上から得る

中心市街地の範囲において、デジタルサイ
ネージを所有または今後整備予定の公共
機関及び民間企業にアンケート調査を行う
（サイネージ１０箇所程度を想定）

※アンケート内容については、サービスのマネタイズのシナリオ（ターゲット、データの組み合わせ例等）とKPIも含めて検討中

令和７（2025）年度

項 目
月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

週 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4

1. 地域事業者等へ対する
データ有用性のニーズ調査

2. 災害情報コンテンツを
利用した自動連係の開発と

   実装

３．自動連携する災害情報
   コンテン ツの利活用ニーズ

調査および普及展開

ヒアリング内容の精査と
マネタイズシナリオの見直し

ヒアリング サービス内容の
とりまとめ

報告書完成

報告書完成

調査とりまとめ

・自動連携開発・コンテンツ制作とヒアリング先の決定と依頼 公共機関が保有するサイネージへの実装
（市民公園サイネージ）

サウンディング実施

■スケジュール

■KPI

5

・アンケート項目策定
及びニーズ調査

・市危機管理部門とコンテンツ及び
連携データ項目調整



事業① 利活用空間活性化ツールの構築

持続的な運営のためのデータ提供方法（マネタイズ）について

現在の進捗

6

【アンケート調査による可視化ダッシュボードの市場,ニーズ調査】
市内事業者など20社以上にアンケートを実施

データのマネタイズに係るシナリオ

歩行者通行量×属性×環境データ

歩行者通行量×属性
(可能な場所のみ)

月別、時間帯別、
平休日別

広告掲示箇所
周辺及び広域

開発事業者

広告代理店
（地場・大手）

ターゲット(顧客)
イメージ

想定されるニーズ（例）

広告運用の判断材料として、広告周辺及
び広域の時間帯ごとの人流・属性を知り
たい

ホテル・商業の新規開発投資判断材料と
して、季節ごとやイベント実施時の歩行
者交通量データ（長期的な傾向）を知り
たい。

より利益率の高い不動産運用（テナント
リーシング等）の検討材料として、季節
ごとやイベント実施時の歩行者属性と属
性ごとの歩行者交通量（長期的な傾向）
を知りたい

データ提供のパッケージ（案）

歩行者通行量

場所 頻度・期間 必要なデータ

年別、季節別、月
別、イベント実施時

新規開発予定地
周辺
（中央通り沿道）

年別、季節別、月
別、イベント実施
時 天気別

所有不動産物件
周辺

イベントでの売り上げデータ

中央通り沿道土地所有
者

マーケティング会社

全国における共通的なデータに加えて、
地域限定のデータの商材としての可能性
を知りたい

歩行者通行量年別、季節別、月別、
イベント実施時

新規開発予定地
周辺
（中央通り沿道） 主要イベント概要データ,公示

地価

主要イベント概要データ,公示地価



行政
（都市計画、交通、
道路管理関連部署）

ターゲット(顧客)
イメージ

事業者
マーケティング担当等

想定されるニーズ（例）

中央通りの整備効果評価のため、歩行
者交通量の経年変化を知りたい

効果的な観光・都市開発施策や沿道投資誘
導施策の基礎資料として、歩行者交通量・
公示地価の経年変化の関係を知りたい

中央通りの整備効果評価のため、渋滞・滞
留の発生状況を知りたい

中心市街地への来訪者の意見が欲しい
（アンケートを行いたい）

データ提供のパッケージ（案）

場所 頻度・期間 必要なデータ

渋滞長、滞留長
ピーク日時のピーク時

間帯別（年・月比較）
主要交差点

歩行者通行量、自動車交通量年別主要歩道箇所
（定点）

都市関連研究者
（大学学識等）

研究目的で、街なかの環境関連データ
（温度、湿度、WBGT等）を活用したい

歩行者交通量×環境データ年別、季節別、
天気別中心市街地

年別、地点別
中心市街地

ポータルサイト上でアンケートツールを提供
（四日市Free Wifiを活用。回答者のアクセス日時・場所・

属性等の情報を付与）

歩行者通行量

民間による投資額

公示地価データ

３D都市モデルデータ

事業① 利活用空間活性化ツールの構築

持続的な運営のためのデータ提供方法（マネタイズ）について

現在の進捗

【アンケート調査による可視化ダッシュボードの市場,ニーズ調査】

データのマネタイズに係るシナリオ

市内事業者など20社以上にアンケートを実施



事業① 利活用空間活性化ツールの構築

持続的な運営のためのデータ提供方法（マネタイズ）について

現在の進捗
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１．立地評価
  例）夏場や猛暑日に人流が大きく減るエリア → 日陰や冷却設備がないなど「快適性の低さ」が

  示唆される。
  一方、気温が高くても人流が維持される場所 → 屋内施設・商業施設・地下街など、

快適性の高い立地が推測できる。

２．商業施設・住宅開発の企画判断
・開発段階で「年間を通じて集客が安定する立地」かどうかを評価可能です。

３．テナント誘致・店舗戦略
夏や冬など季節要因で来訪が減る立地では、

・カフェや屋内アクティビティ系テナントの誘致
・日除け・ミスト設備などの環境改善
といった対策を検討できます。

 来街者数の気温依存性を把握することで、季節変動リスクを織り込んだテナント戦略が立てられます。

【不動産開発事業者向けダッシュボードパッケージ（案）】

人流×気温可視化ダッシュボード

想定する効果：人流×気温データ利活用価値について不動産業界では下記の複数分析的・

 戦略的価値があると考えます。



事業① 利活用空間活性化ツールの構築

持続的な運営のためのデータ提供方法（マネタイズ）について

現在の進捗
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人流×気温

② 大四日市まつり
③①

④

人流と気温

①サービスメニュー

収集している様々なデータを分析するための

標準メニューとなります。

人流×気温以外にもWi-Fi利用者数では公衆Wi-Fi利用者数や

利用者の年代、性別での利用者割合も可視化しています。

②データ収集ポイント

AIカメラの緯度・経度をもとに地図で表現します。

地点を選択することで、他のグラフ、表にフィルタがかかります。

③分析対象日時の指定

分析するための条件設定を行います。

条件はイベント名、年月日を選択することで、

表にフィルタがかかります。

④平均通行人数

上段：近鉄四日市駅方面と文化会館方面の平均人数を指定した

条件に基づきに表形式で表現します。

下段：指定した年月日での時間毎の天候を表現しています。

【不動産開発事業者向けダッシュボードパッケージ（案）】

人流×気温可視化ダッシュボード 画面イメージ



事業① 利活用空間活性化ツールの構築

持続的な運営のためのデータ提供方法（マネタイズ）について

現在の進捗
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イベント混雑予測

さらなる利活用の想定「人流×気温×AI（将来予測）」
AIを用いることで、過去データからパターンを学習し、将来の来訪者数や行動傾向を予測 も検討中です。
これにより単なる統計分析を超えて、不動産価値や開発判断に直結するインサイトを提供します。

１．商業立地・開発計画の精緻化
将来の人流量を高精度に予測することで「商業施設の最適立地選定」「投資リスク評価（ROI試算）」が
可能となります。

２．テナント運営・賃料戦略
「繁忙期／閑散期の賃料変動リスク」や「集客ピーク予測による販促最適化」も実現できます。

例：暑い時期に人流が落ち込む → AIが冷房効果のある店舗タイプを推奨。
人流回復が見込まれる時期 → テナント契約更新・広告出稿の最適タイミングを提案。

３．居住需要・地価変動の長期予測
人流と気温の関係性から「居住快適性指標」をAIで算出可能。
中長期の地価上昇・人口流入予測モデルを構築できます。

AI活用でイベントの
来場人数予測を算出

人流×気温

【不動産開発事業者向けダッシュボードパッケージ（案）】

人流×気温可視化ダッシュボード 将来構想（次年度順次検討予定）
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【広告代理店事業者向けデータ可視化サービスのダッシュボードパッケージ】

通行人数×属性可視化ダッシュボード

 想定する効果：通行人数×属性データ利活用価値について広告代理店では下記の複数分析的・
   戦略的価値があると考えます。

１．ターゲット層の「実際の出現状況」を把握できる
・広告想定のターゲット層（例：20～30代女性）が、どの時間帯・どの場所に多く出現するかを

把握できます。
これにより、広告出稿エリア・時間帯の最適化が可能になります。

２．媒体価値（OOH・屋外広告）の可視化
・デジタルサイネージや駅構内ポスターなどの広告接触機会を、実際の通行人属性と連動して算出できる。
・「どんな人がどれくらい見るか」を示すことで、媒体価値を定量的にクライアントへ説明できます。

３．地域特性・商圏分析に活用できる
性別や年代別に人流を分析すると、エリアの「来訪者タイプ」が分かる。
例：昼は30代女性が多い → カフェ広告が有効

夜は男性サラリーマン層が多い → 居酒屋広告が有効
店舗開発や販促エリアのターゲティング精度を高められます。

４．時間帯・季節要因との掛け合わせによる行動パターン分析
「平日昼は主婦層が多く、休日はファミリー層が増える」といった行動変動の把握が可能。
イベントやキャンペーンのタイミング設計に役立ちます。
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①サービスメニュー

収集している様々なデータを分析するための

標準メニューとなります。

通行人の属性以外にもWi-Fi利用者数では公衆Wi-Fi

利用者数や利用者の年代、性別での利用者割合も

可視化しています。

②データ収集ポイント

AIカメラの緯度・経度をもとに地図で表現します。

地点を選択することで、他のグラフ、表にフィルタが

かかります。

③分析対象日時の指定

分析するための条件設定を行います。

条件はイベント名、年月日を選択することで、

表にフィルタがかかります。

④通行人集計グラフ

④-1 「近鉄四日市方面」「文化会館方面」の総人数の

属性別通行者人数を表現しています。

④-2 「近鉄四日市方面」の総人数の属性別通行者人数を

表現しています。

④-3 「文化会館方面」の総人数の属性別通行者人数を

表現しています。

①

②

③

④-1

④-2

④-3

【広告代理店事業者向けデータ可視化サービスのダッシュボードパッケージ】

通行人数×属性可視化ダッシュボード 画面イメージ
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さらなる利活用の想定「通行人属性×AI（将来予測）」「 混雑度×AI（将来予測）」
AIを用いることで、過去データからパターンを学習し、将来の通行人属性や混雑度などの行動傾向を予測も検討中です。
これにより単なる統計分析を超えて、クライアントのマーケティング成果を最大化するための戦略的武器になります。
１． 「過去の人流」から「未来の行動」へ — 提案価値の転換

・予測型マーケティングパートナーへ進化
２．広告効果の最大化と無駄配信の削減

・AIが「特定ターゲット層の出現確率」を予測すれば、
→ 広告配信のタイミング・場所を事前最適化できる。

３．マーケティングPDCAの高速化
予測モデルにより、リアルタイムでターゲット来訪動向の変化を検知し配信スケジュールの再設計クリエイティブの
切り替えが可能になる。

AI活用でイベントの
混雑予測、来場者属性予測

イベント混雑予測

イベント属性予測

男女比率 ３０％：７０％
来場者属性別ランキング
1位 20代女性 300人
2位 30代女性 250人
3位 40代女性 200人
4位 20代以下女性 150人

【広告代理店事業者向けデータ可視化サービスのダッシュボードパッケージ】

通行人数×属性可視化ダッシュボード 将来構想（次年度順次検討予定）

混雑状況

地点別混雑度
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都市開発による環境変化の研究に用いられるデータパッケージ

ヒートアイランド現象を評価する指標として「人流量」と「気温データ」を活用

なぜ「人流量 × 気温」が重要なのか？

観点 意義 補足説明

① 都市構造との関係
 可視化

人が集まる場所
の

熱環境評価

駅周辺・繁華街など高人流地
域での気温傾向を捉えること
で「どこに施策が必要か」を
判断しやすくなる

➁ ヒートストレス評価
熱中症リスクの

推定

人が密集しているエリアで高
温状況が続く場合、熱ストレ
スの指標（WBGTなど）導入
によるリスク評価に発展でき
る

③ 対策効果の検証
緑化・遮熱舗装

などの評価

対策前後の「人流量と気温の
関係変化」から、都市環境改
善施策の効果を検証できる

具体的にどう活用できるのか？

１．時間帯別分析
例：昼休みや夕方の帰宅時間帯に人流が急増

→局所的に気温が上昇していないかを確認。

２．空間比較
例：人流が同程度でも、樹木があるエリア vs コンクリート

舗装のみのエリアで気温差を比較 
→ 都市設計への示唆。

参考）
現在保有している環境データ

観測要素）気温／湿度／気圧／風向／風速／日射／感雨／雨量
統計処理）気温／湿度／現地気圧／海面気圧／平均風速（10分間）／

最大瞬間風速／最大瞬間風速時風向／日射／感雨／区間雨量／
時間雨量／降水強度／連続雨量／実行雨量／現在天気
／簡易WBGT

追加検討可能な環境データ
観測要素）PM2.5、CO2排出量

【都市関連研究者向けデータ可視化サービスのダッシュボードパッケージ】

人流量×気温、通行車両台数×気温ダッシュボード



事業① 利活用空間活性化ツールの構築

持続的な運営のためのデータ提供方法（マネタイズ）について

現在の進捗

15

都市開発 人流量×気温

●サービスメニュー

①カメラ設置位置

AIカメラの緯度・経度をもとに地図で表現します。

地点を選択することで、他のグラフ、表にフィルタがかかり

ます。

②曜日別通行人数

近鉄四日市駅方面と文化会館方面の平均人数を曜日別に表形

式で表現します。

曜日を選択することで、表にフィルタがかかります。

③平均通行人数

平日(上図)、土日(下図)でそれぞれ近鉄四日市駅方面と文化

会館方面の平均人数を縦軸、時間を横軸にした棒グラフ形式と

平均人数を時間別で表した表形式で表現します。

①車両カウント設置位置

交差点の通過車両カウントの位置を地図で表現します。

②渋滞検知カメラ設置位置

渋滞検知を行っている位置を地図で表現します。

③交差点の通過車両数

交差点の通過車両数、気温を縦軸、時間を横軸にした積み

上げの棒グラフで表現します。

④平均速度

車両の平均速度を縦軸、時間を横軸にした折れ線グラフ

で表現します。

●サービスメニュー

都市開発 通過車両台数×気温

【都市関連研究者向けデータ可視化サービスのダッシュボードパッケージ】

人流量×気温、通行車両台数×気温ダッシュボード
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【アンケート項目】
1. 貴社・貴団体の企業名を教えてください。

〇小売 〇金融 〇不動産 〇IT 〇教育 〇飲食 〇広告 〇交通 〇自治体 〇その他＿＿＿＿＿

2. 貴社・貴団体の業種を教えてください。

3. 貴社の従業員規模を教えてください。

4. 貴社の売上規模を教えてください。

5. ご自身の所属部署を教えてください。

6. 現在、貴社では人流・交通・気象データを活用していますか。
〇活用している 〇試験的に活用している 〇検討中である 〇検討も活用もしていない 〇わからない

7. 「活用している」または「試験的に活用している」「検討中である」の方へ、活用中または検討中のデータの種類を教えてください。
〇通行人数データ 人の属性データ（年代・性別など） 〇滞留データ（特定スポットでの滞在時間など） 〇車両交通量・渋滞データ
〇気象・気温・日射データ 〇その他＿＿＿＿＿

8. 「活用している」または「試験的に活用している」「検討中である」の方へ、主な目的は何ですか。
〇販促最適化 〇出展戦略 〇需要予測 〇災害対策 〇運行計画 〇広告効果測定 〇その他＿＿＿＿＿

9. 人流・交通・気象データを利用する場合、主にどの業務で活用したいですか。
〇広告・販促 〇出店・物流計画 〇人員配置 〇イベント企画 〇災害・気候対策 〇環境施策 〇その他＿＿＿＿＿

10. ビジネスでの戦略立案、マーケティングなどにおいて人流・交通・気象データ以外にどのようなデータが有益だと思いますか。
〇POSレジデータ 〇ECサイトデータ 〇クレジット決済データ 〇公衆Wi-Fi利用者属性データ 〇サイネージ閲覧者属性データ
〇SNS投稿データ（飲食の口コミなど） 〇観光データ（来訪者数、宿泊者数、滞在時間） 〇その他＿＿＿＿＿＿＿＿

11. データ活用レベルの自己評価をお聞かせください。
〇非常に活用している 〇ある程度活用している 〇少し活用している 〇あまり活用していない 〇全く活用していない

12. データを活用した収益化の可能性があると思う分野をお聞かせください。
〇広告効果測定/OOH広告の販売最適化(屋外での広告効果の指標) 〇商圏分析・店舗立地戦略支援(新店舗やキッチンカー候補地の指標)
〇不動産価値・回遊性評価(不動産価格の価値を測る指標) 〇都市開発・スマートシティ関連の共同研究(都市開発における環境への影響研究など)
〇観光動態・イベント分析(イベント時の年代・性別などのターゲット分析) 〇その他＿＿＿＿＿＿

13. データを購入・共同利用する場合、想定する月額コスト感をお聞かせください。
〇～5万円 〇5～20万円 〇50万円以上 〇案件・期間による

14. データ活用における課題をお聞かせください。
〇データの取得コストが高い 〇分析リソースが不足している 〇有効な活用事例が少ない 〇プライバシー・個人情報の懸念
〇データの頻度・更新頻度に不安 〇その他＿＿＿＿＿＿

15. 今後どのような支援や情報提供があればデータ活用が進むと思いますか。

16. 現在、貴社が抱える業界特有のデータ課題やニーズをお聞かせください。

17.今後、データサービス提供企業に期待するサポート・機能はありますか。
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アンケート調査実施先

株式会社三十三銀行 福井県立大学地域経済研究所

加賀電子株式会社 ひまわりネットワーク株式会社

TOPPAN株式会社（3部署） （一社）四日市観光協会

TOPPANグラフィックコミュニケーションズ 西尾張シーエーティーヴィ株式会社

株式会社マクニカ パナソニック コネクト株式会社

株式会社Kii company 株式会社アローズ

東海地所株式会社 株式会社ZTV

中部電力株式会社 株式会社中日アド企画

四日市商工会議所 有限会社 マミー不動産

パナソニックマーケティングジャパン（2部署） 日本トーター株式会社

日本事務器株式会社（2部署） Rox3Gaming

ターゲット企業 対象者 回答状況

不動産開発事業者 三交不動産 回答済み

ダイワハウス 回答待ち

広告代理店 アド近鉄
公益社
長田広告
アビグローバル

回答待ち
回答済み
回答済み
回答済み

都市関連研究者 東京大学 村山教授 回答済み

武蔵大学 庄司先生 回答済み

臨海部企業 東ソー 回答待ち

マーケティング会社（大手） ゼンリンマーケティング
ソリューションズ

12月23日予定

行政 市各部署（デジタル戦略課） 回答済み

事業者（マーケテイング担当） 近畿日本鉄道株式会社
近鉄グループホールディングス株式会社

回答済み

①ターゲット事業者

②データプラットフォームワーキング参加団体等 ※12/16時点で回答済みの団体
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【速報値】※2025年12月16日時点でのまとめ
◆データ活用状況

・市場全体として 「活用意向はあるが、実装は進んでいない」層が多く見られた
◆活用・検討されているデータの種類

・人流×交通×気象は 都市・商業・防災・広告・小売での利用価値が直結しやすいため理解が進んでいる。
・大学の研究機関は、可視化されたダッシュボードではなく生のデータベースとの直接連携を求められる

ケースが多かった
◆活用目的

・活用目的は「収益向上型（マーケティング／販促）」、「効率化型（オペレーション改善」に大別される。
◆収益化が見込める分野

・収益化余地は「人の動きに売上が連動する業界」が中心
◆データ購入の月額コスト感

・定額制の利用料形態においては、5万円以内という回答が多かった
・定額制を求める事業者よりも出店検討時期など一時的なデータ利用としてスポット利用料としての

サービスを求める事業者が半数を占めた
・アンケート収集時のヒアリングで大学の研究機関は、学生が利用する場合はアカデミックパスによる割引や

無償提供を求められるケースもあった
・大学の研究機関では、2日間の気象データを収集するために100万円近く研究費を投資する場合もある

◆データ活用の課題
・データの読み解きが難しい
・費用対効果の説明が難しい（社内説得が大変）
・データソースが複数あり統合できない
・人材不足

◆今後ほしい支援
・AI分析、未来予測機能
・実際に利用されている事業者の利用事例（ユースケース）の提示
・操作方法、分析手法のレクチャー
・自社業界向けのカスタム分析レポート
・APIでのシステム統合支援
・費用対効果の試算モデル
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【今後の予定】
◆ターゲット企業（回答待ち）及び市内事業者などサンプリング収集活動
（12月中旬）

◆アンケート最終集計（12月下旬まで）

◆データ可視化サービスモデルとりまとめ（12月中）
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目的

概要

整備内容

効果

中央通り来街者の緊急安全確保の実現

来訪者を対象に緊急性の高い災害情報をオープンデータ化し
中央通りに公共機関及び民間事業者が整備したサイネージとの
システム連携を強化する。

・市民公園サイネージ整備
・サイネージを活用した災害時の即自的な

情報伝達実験の実施

R6年度

・ 緊急性の高い災害情報のオープンデータ化
・公共機関が保有する市民公園サイネージと

災害情報連携
・中央通り周辺事業者へのニーズ調査

R7年度完了

即時に避難行動を促進できる
・駅前,商業施設,イベント会場など、人が密集

するエリアは混乱しやすい。
・スマホに気づかない、バッテリー切れ、通信

障害の場合でも目に入る形で情報を届けられる。
・通常の防災無線よりも視覚的で、気づきやすい。
→ 災害時に「情報の気づき格差」を大きく減らせる。

ピンポイントの避難誘導
・サイネージが設置されている位置に応じて、

最も近い安全な避難場所を特定し表示できる。
・津波等の災害種別に応じて、適切な避難方法を

案内可能。
→ 「何をすればいいか迷う時間」を最小化。



事業① 利活用空間活性化ツールの構築

災害時情報のオープン化および適切な災害情報伝達方法について

現在の進捗

21

R6年度振り返り

災害時を想定した即時的な情報提供を行う情報伝達実験
コンテンツの見栄えの精度向上と避難場所までの市民のスマホを利用した情報伝達実験を行った。
(1)実験エリア・実施日時
【実施日時】2024/11/21(木)11:00～12:00、2024/11/22(金)11:00～12:00

    ※ニワミチ社会実験と同時期

53%42%

5% 0% 0%

とてもわかりやすい わかりやすい

普通 わかりにくい

全くわかりにくい

実際に設置状況 社会実験の様子① 社会実験の様② 社会実験の様③



事業① 利活用空間活性化ツールの構築

災害時情報のオープン化および適切な災害情報伝達方法について

現在の進捗

22

【四日市市危機管理課と災害時情報項目及びシステム仕様について検討】

緊急災害情報 伝達方法（案）

情報発信 避難経路確認 避難開始

推奨ルート確認

災害

情報

データ

プラット

フォーム



事業① 利活用空間活性化ツールの構築

災害時情報のオープン化および適切な災害情報伝達方法について

23

【システム概念図】

現在の進捗

国民保護情報

大津波情報

①自動連携

オープンデータ化する緊急情報データ元
オープン
データ
公開

オープン
データ化

サイネージ情報発信



事業① 利活用空間活性化ツールの構築

災害時情報のオープン化および適切な災害情報伝達方法について

24

現在の進捗

【データ連携サイネージ表示項目（案）】

今年度データプラットフォームにオープンデータとして連携する緊急情報は、

来街者に瞬時に避難行動をとる必要がある項目に特化して検討

連携開始時の表示について

全画面表示とし、差し込みコンテンツを流す。

オープンデータ化する緊急情報の種類
①国民保護情報（ミサイル発射情報）
②大津波警報（東日本大震災クラス）

検討したが適さない項目

緊急情報の種類
①竜巻注意情報（三重県北中部）
＊地域をこれ以上絞れない
②地震情報
＊事後情報のみ。



事業① 利活用空間活性化ツールの構築

災害時情報のオープン化および適切な災害情報伝達方法について

25

【危機管理課からの要望】

・コンテンツについて、大津波に対する避難行動としては、西（山側）に逃がしたい。

・ミサイルは、避難場所の指定はなく強固な建物の中への避難行動を誘導したい。

・コンテンツでの案内は、多言語対応したい。

→日本語,英語,中国語,スペイン語,ベトナム語,ポルトガル語

・コンテンツだけでなくL字放送のような文字情報がテロップで流れるとなお良い。

現在の進捗



事業① 利活用空間活性化ツールの構築

災害時情報のオープン化および適切な災害情報伝達方法について

今後の予定

【今後の予定】

１．情報発信コンテンツ関連

・緊急災害情報コンテンツの見直し（12月中）

２．緊急災害情報データプラットフォーム連携（オープンデータ化）及び

市民公園サイネージ連携（12月システム開発キックオフ）

３．中央通り周辺事業者へのニーズ調査

・アンケート項目策定／ニーズ調査実施（12月中旬から1月初旬）

・アンケート取りまとめ（1月中）

ニーズ調査ヒアリング先

中央通り周辺サイネージ保有管理会社者

26



実装時のイメージ事業① 利活用空間活性化ツールの構築

27

AIカメラや環境センサ※により、利活用空間の人流・密度・属性・環境情報や交差点における車両の渋滞情報などをデータ取得
し、ローカル5G※やデータプラットフォームを活用して、データ蓄積や可視化を行い、即時的な防災・交通情報等の緊急情報を
発信するとともに、ポータルサイトとタッチパネル型デジタルサイネージを通じて、情報発信を行うサービスを展開（※別事業
で整備）

■実装時に目指すサービスのイメージ

四日市市 災害情報

Lアラート

気象情報

データ

プラット

フォーム

一部のデータ

（無料サービス）

※データダッシュ

ボード過去1年分を

閲覧csvにエクス

ポート

①全データ＋分析ツール

※データダッシュボード全てを

閲覧可能イベントごとや複数年

比較,エリアごとの詳細な分析と

いったツールを提供

災害情報データ＋割込みコンテンツ

※災害情報データを官民学のデータプラッ

トフォームに保有、オープンデータ化。

各事業者が保有するサイネージ連携と

リアルタイム連携が可能。

コンテンツも提供し中央通り内で統一

された災害情報は発信が可能

②全データ＋データプラットフォームAPI連携

※データプラットフォームに

蓄積された生のデータベースと

自社システムと直接システム連携

できる公開APIプログラムの提供

無料

サービス

有料

サービス

人通りや気温がわか

り、来街判断根拠に

もなる

売上×人流の分析ができ

て出店判断等ができる。人

流により広告価値がわか

る

市民

事業者

研究者

都市開発と人流、気象との

関連性を研究できる

市民

災害が発生しても、どこに避難

したらいいか瞬時にわかるので、

安心して街歩きできる。

データの

蓄積

データの

可視化

データの

可視化

データ

連携

データ

連携

データ

連携

データ連携

（割込信号に

よる自動切換え）



②

四日市版MaaSの検討

（R7年度）

スマートシティ実装化支援事業
各取組の概要
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今年度実施内容事業② 四日市版MaaSの構築

四日市版MaaSにおける実装内容の最終検証（R7年度）

仮説

・四日市データプラットフォームと連携しMaaSデータを可視化するMaaSデータダッシュボードを構築することにより、潜在的なニーズや地域課題をデー
タから発見でき、PDCAを円滑に回すことが可能となり、今後のサービス改善に繋がる。

・ユーザーの目的地となるような提供情報を拡大することにより、サービスの利便性が向上し、システム利用者数と施設利用者数の増加につながる。

実証の
概要

1) MaaSデータダッシュボードの有用性に関する実証
四日市データプラットフォームと連携したMaaSに関するデータを、分析・可視化するダッシュボードを構築した上で、想定ユーザーに試行してもらう利

用者調査を行う。試行後、ユーザーインターフェースや継続利用性についてのアンケートを行い、その有用性を検証する。

2) 既存情報（駐車場）の拡充と新規情報（駐輪場・公共施設情報等）の追加による四日市スマートシティポータルサイトへのアクセス数増加を
検証

駐車場満空情報を提供する駐車場数の追加を行うとともに、駐輪場、公共施設（ベンチ等）の新規情報を追加し、四日市スマートシティポータルサ
イト内に構築した四日市デジタルマップへのアクセス数の増加傾向を検証する。

３) 四日市版MaaSを通じた「こにゅうどうレンタサイクル」サービスの提供によるレンタサイクル利用者数の増加を検証
四日市デジタルマップ上に、こにゅうどうレンタサイクルのスポット追加を行うとともに、告知等を行い、施設利用者数の増加傾向を検証する。

実証方法

１）MaaSデータダッシュボードに関するアンケートを実施
想定されるユーザー（市役所関係部署、交通事業者、商工会議所等）にプロトタイプのダッシュボードを試行してもらい、そのユーザーインター

フェースや継続利用性等の有用性についてアンケートを実施する。

２）四日市デジタルマップへのアクセス数を計測
既存情報の拡充と新規情報の構築による影響を把握するため、取組実施前後における四日市デジタルマップへのアクセス数の推移を計測する。

３）四日市版MaaSと連携したイベント時のこにゅうどうレンタサイクルの利用者数を計測
四日市版MaaS内で、BAURAミーティングおよび会場までレンタサイクルを利用したアクセス方法の告知等を行い、レンタサイクルの利用者が増加した
かどうかを計測する。
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KPI、スケジュール事業② 四日市版MaaSの構築

検証項目 検証方法 目標 概要

MaaSデータダッシュボード
の有用性

アンケート調査

5段階評価で各カテゴリの設問に対して、5割以上が肯定
的（スコア4以上）の回答
・ユーザーインターフェースの観点
・継続利用性の観点

MaaSデータダッシュボード利用者へのア
ンケート調査を実施

スマートシティポータルサ
イトへのアクセス数

四日市デジタルマッ
プのアクセス数を計
測

新規情報構築後のアクセス数が5,000件/月以上（2025
年10月～2026年1月）

機能拡充と新規構築による四日市デジ
タルマップへのアクセス数と取り組み前
後の推移を計測（R6年度では約4,000
件/月）

四日市版MaaSの満足度 アンケート調査

5段階評価で各カテゴリの設問に対して、5割以上が肯定
的（スコア4以上）の回答
・ユーザーインターフェースの観点
・有用性の観点

四日市デジタルマップ利用者へのアン
ケート調査を実施

施設利用者数

四日市版MaaS経
由でこにゅうどうレン
タサイクルを利用し
た人数を計測

前年度のイベント時の利用者と比較して、利用者が23人
※増加（目標利用者数51人）
※前年度イベント来場者数（約2,300人）の1％、JR・近
鉄側で相互利用可能なため、全体で23人増を目標

中心市街地で開催されるイベント時のこ
にゅうどうレンタサイクルの利用者数の増
加傾向を計測
（前年度のイベント時の貸出台数28台）

■KPI

■スケジュール
令和７（2025）年度

項 目
月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

週 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4

1. 四日市版MaaSの情報拡充

2. MaaSデータダッシュ

ボードの構築

3. 施設利用機会に関する実証実験

仕様検討 情報拡大構築

四日市デジタルマップへのアクセス数等のデータ収集

報告取り纏め

報告取り纏め

システム調整

実装開始

実装開始

30

企画検討 事業者等関係者調整

事前検証 ワークショップ
実施

構築作業仕様検討

効果検証
報告取り纏め

情報拡大の告知
（鉄道駅等での周知等）
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検証項目 検証方法 目標 概要

MaaSデータダッシュボード
の有用性

アンケート調査

5段階評価で各カテゴリの設問に対して、5割以上が肯定
的（スコア4以上）の回答
・ユーザーインターフェースの観点
・継続利用性の観点

MaaSデータダッシュボード利用者へのア
ンケート調査を実施

事業② 四日市版MaaSの構築 現在の進捗

■1. MaaSデータダッシュボードの有用性



・アンケート

第2回モビリティWG内のワークショップで実施。
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事業② 四日市版MaaSの構築 現在の進捗

設問No 設問 回答方法 備考

1
ダッシュボードは四日市デジタルマッ
プ利用者の傾向把握やデータの確認
に対して使いやすいと思いますか？

以下から選択
（使いやすい/どちらかといえば使いやすい/どちらでも
ない/どちらかといえば使いにくい/使いにくい）

ダッシュボードの使いやすさに関する設問
（ユーザーインターフェースの観点）

2
提供されている情報はわかりやすく表
示されていますか？

以下から選択
（わかりやすい/どちらかといえばわかりやすい/どちらで
もない/どちらかといえばわかりにくい/わかりにくい）

ダッシュボードの情報のわかりやすさに関する設問
（ユーザーインターフェースの観点）

3
表示されているグラフや表は有用だと
感じましたか？

以下から選択
（有用/どちらかといえば有用/どちらでもない/どちらか
といえば有用ではない/有用ではない）

ダッシュボードの情報の有用性に関する設問
（ユーザーインターフェースの観点）

4
ダッシュボードのデザインやレイアウト
についてどう思いましたか？

以下から選択
（満足/どちらかといえば満足/どちらでもない/どちらか
といえば不満/不満）

ダッシュボードの情報の見やすさに関する設問
（ユーザーインターフェースの観点）

5
このダッシュボードを再度利用したい
と思いますか？

以下から選択
（利用したい/どちらかといえば利用したい/どちらでも
ない/どちらかといえば利用したくない/利用したくない）

継続利用性の観点

6
ダッシュボードに追加して欲しい機能
や情報があれば教えてください

自由記述 今後への参考にする設問

7
ダッシュボードの改善点や提案があ
ればお聞かせください

自由記述
今後への参考にする設問

■1. MaaSデータダッシュボードの有用性



・アンケート

12月実施の自動運転実証実験（別事業）のタイミングでMaaSの満足度に関する下記の項目を設定。
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検証項目 検証方法 目標 概要

四日市版MaaSの満足度 アンケート調査

5段階評価で各カテゴリの設問に対して、5割以上が肯定
的（スコア4以上）の回答
・ユーザーインターフェースの観点
・有用性の観点

四日市デジタルマップ利用者へのアン
ケート調査を実施

事業② 四日市版MaaSの構築 現在の進捗

設問No 設問 回答方法 備考

1
四日市市デジタルマップを知ったきっ
かけは何ですか？

以下から選択
（自動運転実証実験チラシ/Web/SNS/口コミ/
その他（自由記述））

利用促進の参考にする設問

2
四日市市デジタルマップは使いやす
いと思いますか？（自動運転の運行
情報等の表示）

以下から選択
（使いやすい/どちらかといえば使いやすい/どちら
でもない/どちらかといえば使いにくい/使いにくい）

四日市版MaaSの使いやすさに関する設問
（ユーザーインターフェースの観点）

3

四日市市デジタルマップの情報（自動
運転の運行情報等の表示）は、中心
市街地のおでかけの際に役立つと思
いますか？

以下から選択
（そう思う/ややそう思う/どちらともいえない/あま
りそう思わない/全くそう思わない）

四日市版MaaSの有用性を評価するための設問

4
中心市街地のおでかけに役立つ情報
とは具体的に何ですか？

以下から複数選択
（公共交通情報（バス時刻表等）/自動運転運行
情報/イベント情報/観光資源情報/公共施設情
報（ベンチ）/その他）

設問3で「そう思う」「ややそう思う」と回答した人
のみ対象の設問

5
追加してほしい機能や情報、改善点
はありますか？

自由記述 今後への参考にする設問

■3. 四日市版MaaSの満足度



事業② 四日市版MaaSの構築

■4. 施設利用者の増加

現在の進捗

検証項目 検証方法 目標 概要

施設利用者数の増加
こにゅうどうレンタサ
イクルの利用者数を
計測

前年度のイベント時の利用者と比較して、利用者が23人
※増加（目標利用者数51人）
※前年度イベント来場者数（約2,300人）の1％、JR・近
鉄側で相互利用可能なため、全体で23人増を目標

中心市街地で開催されるイベント時のこ
にゅうどうレンタサイクルの利用者数の増
加傾向を計測
（前年度のイベント時の貸出台数28台）

■効果検証概要
BAURAミーティング会場までレンタサイクルで行くような告知等を四日市デジタルマップ上で行い、

レンタサイクルの利用者が増加したかどうかを計測する

①告知

②デジタルマップ上の情報反映
③利用者の増加検証

関係施設でのポスター掲示
Web・SNSでの告知



事業② 四日市版MaaSの構築

■デジタルマップ上の情報反映
1. BAURAミーティングに関する情報

・スポット設置
- BAURAミーティング会場

 - 会場周辺の駐輪場

・イベントバナー設置

・会場エリアの設置

2. こにゅうどうレンタサイクルに関する情報
・スポット設置

- レンタサイクルポート近鉄
- レンタサイクルポートJR

・ルート設置
- レンタサイクルポート近鉄～BAURAミーティング会場
- レンタサイクルポートJR～BAURAミーティング会場

現在の進捗

■4. 施設利用者の増加



事業② 四日市版MaaSの構築

■結果

現在の進捗

検証項目 検証方法 目標 概要 結果

施設利用者数の増
加

こにゅうどうレン
タサイクルの利
用者数を計測

前年度のイベント時の利用者と比較して、利用
者が23人※増加（目標利用者数51人）
※前年度イベント来場者数（約2,300人）の1％、
JR・近鉄側で相互利用可能なため、全体で23
人増を目標

中心市街地で開催されるイベント
時のこにゅうどうレンタサイクルの利
用者数の増加傾向を計測
（前年度のイベント時の貸出台数
28台）

前年度のイベント時の利用者と比
較して、利用者が9人※増加

• 23人増加（51人の利用者数）の目標に対して、9人増加（37人の利用者数）で未達となった

• レンタサイクル利用者内訳

• JR四日市駅15台

• 一般12台

• 電動3台

• 近鉄四日市駅22台

• 一般16台

• 電動6台

※一時利用のみ利用者数としてカウント

36

■4. 施設利用者の増加
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実装時のイメージ事業② 四日市版MaaSの構築

市民や来訪者向けに四日市市デジタルマップにMaaSシステムを構築することによって、中心市街地の回遊性や消費行動
を促進させ、賑わいの創出に寄与する。加えて蓄積されたMaaSデータを利活用できるダッシュボード構築により、PDCAサ
イクルを早く回せる仕組みを構築

■実装時に目指すサービスのイメージ

Ｒ６年度までの移動に関わる情報（バスの時刻表、自動運転の
位置情報等）や目的地までの経路探索に加えて、駐車場 、観
光資源、駐輪場 、公共施設、イベントについて本年度拡充

一時的な利用ではなく、持続的に市民がアクセスしたくな
るコンテンツの拡充、活用方法の検討を進める

• 四日市デジタルマップ利用履歴
• バスの運行状況（平均遅延情報）の可視化
• 公共交通の乗降データの可視化
• 駐車場満空データ蓄積による使用率の可視化

構築したダッシュボードから今後のサービス改善につながる
課題抽出を行う



③

バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築
沿道空間活用マネジメントシステムの構築

（R6年度補正）

スマートシティ実装化支援事業
各取組の概要

38
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今年度実施内容事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

沿道空間利用マネジメントシステムの実装化に向けた課題の明確化（R6年度補正）

仮説
・人流データ取得ポイント・活用実績の追加・3D都市モデル情報反映など、様々なサービス内容の拡張が、利活用空間ウェブサイトにおけるマッ
チング促進、中央通り沿い及び商店街の活性化につながる。

実証の

概要

２D地図への3D都市モデルの情報反映、エリアの拡大、システムのオープン化による効果検証
・R6年度の成果を踏まえ、年度の前半を目途に、正式版（ドラフト）を構築。正式版（ドラフト）においては、さらなる利活用を促すために対象場所

の空間情報に加え、周辺の環境情報を把握するために、3D都市モデルの画面を閲覧できるようにする。更に、サービス対象のオープン化、対
象エリアを拡大、人流データ取得ポイント・予約状況・活用実績の追加などサービス内容の拡張を行う。

・正式版（ドラフト）に対して、利用者へのヒアリング・アンケートを行い、マッチングを促進するための人流データの有用性、使用者評価情報の有
用性の実証を行い、実証結果を踏まえ適宜システム更新を行った上で、正式版としてR7年度中にリリースする。

実証方法

効果的な情報表示方法・使い勝手・中央通り沿い及び商店街の活性化への寄与についてのアンケートの実施

3D都市モデルの情報を2D地図へ反映し、対象エリアについてサービス内容を正式版として構築した上で、実装後も中心的なシステム利用者
の一部として想定される賑わい創出社会実験協力者および商店街関係者に対して、システムを試行してもらう。そのうえでアンケート調査および
ヒアリングにより、効果的な表示方法、使い勝手、中央通り沿い及び商店街の活性化への寄与について実証を行う。



KPI、スケジュール事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

■KPI

検証項目 検証方法 目標 概要

システム環境とユーザビリティの適
正性の検証

商店街関係者および社会実験協
力者へのアンケート・ヒアリング調査

5段階評価で7割以上の事業者がポ
ジティブな評価

アンケート・ヒアリング調査により、利用者ニー
ズの反映、２D地図をもとにした３D都市モデル
の一部利用、エリアの拡大、オープン化による
システムの使い勝手の向上などの効果を検証
する

システムによる商店街活性化の効
果検証

商店街関係者および社会実験協
力者へのアンケート・ヒアリング調査

システムを利用することによる商店
街活性化への期待する回答が７割
以上等

アンケート・ヒアリング調査により、システムの利
用を通したオープンスペースへの興味や積極
的な利用への意欲の創出、中央通り沿い及び
商店街の活性化への期待値の向上などの効
果を検証する

■スケジュール

令和７（2025）年度

項 目
月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

週 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4

社会実験スケジュール

1. 正式版システムの構築

2. 対象エリアの発掘と
空間情報の調査・整理

3. システムの実証

4.  報告書とりまとめ

実証実験①
ヒアリング調査

社会実験1回目
5/31、6/1 10:00～18:00

実証実験②
アンケート・ヒアリング調査

システム体験会

アンケート・ヒアリング調査
（必要に応じて追加調査を実施）

調査項目の検討 調査項目の検討

目次・取り組み概要の整理等 取りまとめ

対象エリアの発掘 現地調査による空間情報の解明と整理

R6年度の実証結果を踏まえた与件整理・システム改修案の作成

正式版システム（ドラフト）構築
仕様調整 正式版システム（ドラフト）実装開始

実証実験③、④の結果を踏まえたシステム改修案の作成

正式版システムの構築 正式版システム実装開始

40

9月の大雨によりイベント開催が困難となったため、
社会実験の代替としてシステム体験会を実施



現在の進捗
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1.正式版システム（ドラフト）の構築について

事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

トップページ

・レイアウト、表示順序を変更し、
一目で何ができるサイトなの
かをわかるように修正した。



現在の進捗

42

1.正式版システム（ドラフト）の構築について

事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

トップページ

・空間予約状況や四日市市イ
ベントをイベントカレンダーに
掲載することとした。

・また、上記に伴い、管理者機
能を追加した。



現在の進捗
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1.正式版システム（ドラフト）の構築について

事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

空間探しページ

・利活用空間のピンが見づらかったため、デザインを修正した。
・絞り込みが方法が分かりにくかったため、仕様を変更した。



現在の進捗

44

1.正式版システム（ドラフト）の構築について

事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

空間情報ポップアップ

・選択した利活用空間のピンの色が変わる仕様とした。

・利活用空間の様子を把握しやすくするために、3D活用イメージモデルや平面図を追加した。



現在の進捗
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1.正式版システム（ドラフト）の構築について

事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

空間情報ポップアップ＞活用例

・利用者が過去の開催実績や、イベント時の空
間の様子を把握できるようにするために、活
用例を掲載した。



現在の進捗

46

1.正式版システム（ドラフト）の構築について

事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

空間情報ポップアップ＞3D活用イメージモデル
（3D都市ビューワへの反映が完了している4箇所の例、以下は市民公園前）



現在の進捗

47

1.正式版システム（ドラフト）の構築について

事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

空間情報ポップアップ＞3D活用イメージモデル
（3D都市ビューワへの反映が完了していない5箇所の例、以下は円形デッキ）



現在の進捗
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1.正式版システム（ドラフト）の構築について

事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

管理者画面
・管理者画面からカレンダーの編集、利活用空間の追加・削除、空間情報の修正、活用例の追加・
削除を可能とした。



2. システム体験会について
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現在の進捗

今後の予定
事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

体験会概要

• 日時：2025年12月9日（火） 10:00～12:00

• 会場：地場産業振興センター 研究室６

• 参加者：７名
→5月6月の社会実験参加者、3月のシステム体験会参加者、観光協会にメール案内／ニワミ
チよっかいちInstagram等にて告知
※今後、参加できなかった方向けにオンラインでのシステム体験を実施予定。また、市外事業
者（大学各種サークルなど）向けのシステム体験を実施予定。

• 当日の流れ：
①開会・挨拶（10分）

②本事業の内容とシステム概要（5分）

→システム開発の目的説明

③システム体験内容の説明（10分）

→本日の体験のコー゙ルを共有（ゴール:参加申請フォームへの記入）
→アンケート回答方法の説明 



2. システム体験会について
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現在の進捗

今後の予定
事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

体験会概要

④システム体験及びアンケート記入（30分）

→システム操作（PC、スマホ、タブレット）

→アンケート記入

⑤意見交換会（40分）
→クル゙ーフ分゚けした上で意見交換を実施
→事前に用意したシステム名称への投票

⑦クロージング（5分） スマートフォンを利用したシステム体験の様子

意見交換会の様子



2. システム体験会について
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現在の進捗

今後の予定
事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

アンケート調査項目
・設定したKPIに基づき、アンケート調査項目を設定。



2. システム体験会について
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現在の進捗

今後の予定
事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

アンケート調査項目
・設定したKPIに基づき、アンケート調査項目を設定。



2. システム体験会について
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現在の進捗

今後の予定
事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

アンケート調査項目
・設定したKPIに基づき、アンケート調査項目を設定。
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実装時のイメージ事業③ 沿道空間利用マネジメントシステムの構築

街路空間の再編で生まれる歩行者空間や低未利用地・空き店舗（民有地）など利活用可能なスペースを官民連携で一体的に
取り扱うことで、“使いたい人”と“使ってほしい人”をつなげ、“より使われる空間”へ転換し、中心市街地の賑わいづくり
を目指すサービスを展開

■実装時に目指すサービスのイメージ


